
おひな様作ったよ～親子でも楽しめる折り紙教室～

広　　報

2008.3



広報さむかわ　2008. 3. 2

22

2
0

32

12

18

3

0

18

2
0

1919

6

1

　

町
の
消
防
組
織
は
昭
和
八

年
十
二
月
十
五
日
に
高
座

郡
寒
川
村
寒
川
村
消
防
組
が
、

一
組
八
部
定
員
四
百
五
十
二

人
で
設
置
さ
れ
た
の
が
始
ま

り
で
す
。
そ
の
後
、
昭
和

四
十
六
年
四
月
一
日
に
は
町

消
防
本
部
等
設
置
条
例
を
制

定
、
昭
和
四
十
九
年
四
月
一

日
に
町
消
防
署
設
置
条
例
を

制
定
、
平
成
二
年
四
月
一
日

に
は
新
庁
舎
が
現
在
の
場
所

に
完
成
し
、
業
務
を
開
始
し

ま
し
た
。

　

現
在
の
町
消
防
体
制
は
、

消
防
本
部
と
消
防
署
、
地

域
の
団
員
が
所
属
す
る
消
防

団
で
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
左
図
参
照
）

　

町
の
火
災
件
数
と
死
傷
者
数

は
右
の
グ
ラ
フ
の
と
お
り
で
す
。

平
成
十
九
年
中
の
火
災
は
十
九

件
で
出
火
原
因
は
、
放
火
（
疑

い
を
含
む
）
、
ガ
ス
こ
ん
ろ
の

火
の
不
始
末
、
子
ど
も
の
火
遊

び
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。
火

災
が
発
生
す
る
と
人
命
を
奪
っ

た
り
、
け
が
を
し
た
り
、
大
切

な
思
い
出
と
と
も
に
住
居
が
失

わ
れ
ま
す
。

　

火
災
ゼ
ロ
に
す
る
た
め
、日
ご

ろ
か
ら
火
の
取
り
扱
い
や
放
火

の
原
因
と
な
る
も
の
を
家
の
回

り
に
置
か
な
い
よ
う
に
す
る
な

ど
防
火
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

防ごう、守ろう、救おう
自治体消防制度60年

　昭和23年３月７日に「消防組織法」が施行され、
自治体消防を原則とする「自治体消防制度」が誕生
して、今年で60年になります。

火災件数、死者・負傷者数の推移

倉
見
神
社
本
殿
に
向
け
放
水
す

る
消
防
隊
員

　

一
月
二
十
八
日
に
倉
見
神

社
で
、
文
化
財
防
火
デ
ー
の

一
環
と
し
て
消
防
訓
練
を
行

い
ま
し
た
。

　

文
化
財
防
火
デ
ー
は
昭
和

二
十
四
年
一
月
二
十
六
日
に
、

法
隆
寺
金
堂
壁
画
が
焼
け
て

し
ま
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け

に
火
災
な
ど
の
災
害
か
ら
文

化
財
を
守
ろ
う
と
昭
和
三
十

年
に
定
め
ら
れ
ま
し
た
。　

　

こ
の
日
は
、
町
指
定
重
要

文
化
財
の
倉
見
神
社
本
殿
か

ら
の
出
火
を
想
定
し
、
消
防

隊
員
が
消
防
車
か
ら
の
放
水

訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

文
化
財
を

火
災
か
ら
守
れ

消防制度60 年

消防機構図

火災件数（件）
死　者（人）
負傷者（人）

警備第１担当 警備第２担当

町　長

消防長 消防団

消防団長

消防副団長
（南部地域）

消防分団

消防総務課 予防課 消防署長

第１分団（田端）
第２分団（一之宮）
第３分団（大曲）
第４分団（岡田）
第10分団（中瀬）（　）内は担当地区

第５分団（小谷）
第６分団（小動）
第７分団（宮山）
第８分団（倉見）
第９分団（大蔵）

消防分団

消防副団長
（北部地域）

消防署

協力

消防本部
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消
防
団
は
、
地
域
住
民
が
中

心
と
な
っ
て
作
っ
て
い
る
防
災

組
織
で
、
地
域
の
実
情
に
も
詳

し
く
地
域
の
安
心
・
安
全
を
確

保
す
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
組

織
で
す
。

　

消
防
団
の
組
織
は
一
本
部
と

十
の
分
団
か
ら
成
り
、
団
幹
部

三
人
、
団
員
百
七
十
五
人
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

消
防
団
員
は
、
ほ
か
に
本
業

を
持
ち
な
が
ら
行
う
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
的
な
性
格
を
持
っ
て
い

て
、
消
火
活
動
は
も
と
よ
り
、

大
規
模
災
害
時
に
は
住
民
の
皆

さ
ん
の
避
難
誘
導
な
ど
も
担
い

ま
す
。

　

消
防
団
員
の
平
均
年
齢
は
、

平
成
十
九
年
七
月
一
日
現
在
で

三
十
六
・
六
歳
。
団
員
の
職
種

構
成
は
、
会
社
員
・
公
務
員
が

七
十
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
、
自
営

業
、
農
業
が
そ
れ
ぞ
れ
十
四
・

六
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま

す
。

い
っ
し
ょ
に
活
動
し
よ
う

　

消
防
団
の
役
割
は
極
め
て
大

き
く
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
か

ら
そ
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
近
年
、
少
子
高

齢
化
な
ど
の
社
会
環
境
の
変
化

で
、
町
で
も
団
員
の
高
齢
化
や

退
職
し
た
時
に
新
し
く
団
員
を

確
保
す
る
こ
と
が
大
変
難
し
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
内
在
住
か
在
勤
の
満
十
八

歳
以
上
の
人
で
あ
れ
ば
消
防
団

に
加
入
で
き
ま
す
。
あ
な
た
の

力
を
町
の
安
心
・
安
全
に
生
か

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
若
い
人
の

参
加
を
待
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
に
お
願
い

　

日
ご
ろ
消
防
活
動
を
行
っ
て

い
る
分
団
の
人
に
火
災
に
つ
い

て
聞
い
て
み
ま
し
た
。「
火
災

時
な
ど
現
場
は
と
て
も
危
険
な

の
で
近
づ
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

消
防
車
や
救
急
車
が
通
れ
な
く

な
り
、
災
害
が
大
き
く
な
っ
た

り
、
二
次
災
害
が
起
こ
っ
た
り

し
ま
す
」「
で
き
る
だ
け
早
く

消
火
活
動
が
行
え
る
よ
う
に
地

域
の
消
火
栓
の
場
所
や
現
場
へ

の
道
案
内
を
お
願
い
し
ま
す
。

地
域
外
の
団
員
も
出
動
し
ま
す
。

地
理
に
不
案
内
な
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
ぜ
ひ
協
力
し
て
く
だ

さ
い
」「
消
防
団
に
加
入
し
て

わ
た
し
た
ち
と
一
緒
に
町
の
安

心
・
安
全
を
守
り
ま
し
ょ
う
」

と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

わ
た
し
た
ち
も

が
ん
ば
っ
て
い
ま
す

　

消
防
組
織
に
は
、
そ
の
ほ
か

自
衛
消
防
隊
や
女
性
防
火
ク
ラ

ブ
が
あ
り
ま
す
。

　

自
衛
消
防
隊
は
、
各
事
業
所

な
ど
で
組
織
さ
れ
、
火
災
が

あ
っ
た
場
合
に
消
火
活
動
を
行

い
ま
す
。
毎
年
十
月
に
行
う
操

法
大
会
で
、
日
ご
ろ
の
訓
練
の

成
果
を
競
い
合
い
、
技
術
の
向

上
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
は
町

内
の
主
婦
を
対
象
に
、
主
に

火
災
予
防
を
目
的
と
し
て
、
平

成
七
年
に
設
立
し
た
組
織
で
す
。

町
内
十
地
区
で
百
六
人
の
会
員

が
、
初
期
消
火
や
救
急
法
な
ど

の
知
識
や
技
術
を
習
得
し
て
活

動
し
て
い
ま
す
。

 

消
防
団
の
消
防
車
両
を
更
新
し

配
備
し
ま
し
た

　

十
二
月
二
十
二
日
、
一
之
宮
分
団
に

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
を
、
一
月
二
十
五

日
に
は
小
谷
分
団
に
全
自
動
小
型
動
力

ポ
ン
プ
付
積
載
車
を
配
備
し
ま
し
た
。

　

消
防
団
車
両
と
し
て
は
初
め
て
一
之

宮
分
団
に
ホ
ー
ス
カ
ー
（
ホ
ー
ス
を
延

長
す
る
器
具
）
が
積
載
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
小
谷
分
団
の
車
両
の
ポ
ン
プ
は

持
ち
運
び
が
で
き
、
中
継
機
能
が
つ
い

て
い
て
無
人
で
も
送
水
が
で
き
ま
す
。

　

両
分
団
と
も
新
し
い
車
両
の
装
備
品

の
取
り
扱
い
訓
練
を
行
い
災
害
に
備
え

る
そ
う
で
す
。

訓練中の消防団員

消防操法を行う自衛消防隊（左）
放水を行う女性防火クラブ女性
消防隊（右）

一之宮分団への配備車両 小谷分団への配備車両

消
防
団
の
現
状　

　

分
団
に
参
加
を

地域の行事に参加する消防団員
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一
人
で
も
多
く
の
人
の
命
を

救
う
た
め
に
消
防
で
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
想
定
の
も
と
、
関
係
機

関
と
共
に
救
助
訓
練
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
救
命
活
動
と
し
て
救
急

要
請
時
の
救
急
車
の
出
動
が
あ

り
ま
す
。
救
急
活
動
件
数
は
左

上
の
グ
ラ
フ
の
と
お
り
で
、
急

病
で
の
救
急
活
動
が
一
番
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
毎
年
一
日
平

均
で
約
五
件
の
出
動
が
あ
り
ま

す
。

　

寒
川
は
地
形
的
に
起
伏
が
少

な
く
、
消
防
署
か
ら
遠
い
地
域

へ
も
六
分
以
内
で
救
急
車
が
到

着
し
ま
す
が
、
特
に
心
肺
停
止

状
態
に
あ
る
傷
病
者
の
救
命
に

は
救
急
車
が
来
る
ま
で
の
間
の

心
肺
蘇そ

生せ
い

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

消
防
で
は
、

一
人
で
も
多
く

の
人
に
初
期
救

命
の
技
術
を
習

得
し
て
も
ら
う

た
め
普
通
救
命

講
習
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

開
催
日
は
広
報

な
ど
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
ぜ

ひ
受
講
し
救
命

技
術
を
身
に
つ

け
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
し
て
多
く

の
重
篤
な
状
態

に
あ
る
患
者
を

病
院
に
で
き
る

だ
け
早
く
搬
送

し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
が
、

中
に
は
切
り
傷

な
ど
軽
傷
で
、

患
者
自
身
で
医

療
機
関
に
行
く

こ
と
が
で
き
た

り
、
タ
ク
シ
ー

の
代
わ
り
に
し

た
り
す
る
人
も

い
ま
す
。
そ
の

間
に
、
一
刻
を

争
う
重
傷
な
人

に
救
急
車
を
出
動
さ
せ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

救
急
車
で
な
い
と
だ
め
な
状
態

か
ど
う
か
を
判
断
し
て
救
急
車

の
要
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
呼
吸
困
難
で
あ
る
と
き
●
意

識
が
な
い
と
き
●
胸
が
痛
い
と

き
●
激
し
く
頭
が
痛
い
と
き

消
防
本
部

（
７
５
）
８
０

０
０
FAX
（
７
５
）
８
０
８
０

●
消
防
団
に
関
す
る
こ
と　

消

防
総
務
課

（
７
５
）
８
０
０

１
●
普
通
救
命
講
習
会
に
関
す

る
こ
と　

予
防
課

（
７
５
）

８
０
０
３
警
防
担
当

多
数
の
傷
病
者
の
発
生
を
想
定
し
た
訓
練（
上
）

企
業
で
の
救
助
訓
練（
左
）

多
く
の
命
を　

　
　

救
い
た
い

救急活動状況（件数）

 救命講習会で習ったことを生かして
　２月15日、杉﨑春枝さん（小谷）に増田消防長から人命
救助に対して感謝状が手渡されました。
　これは、杉﨑さんが働いている飲食店に来店した人が急
に倒れ心肺停止状態になり、救急車が来るまでの間心臓
マッサージを行い、救急隊に引き継いだ行為に対して行っ
たものです。倒れた人は、その後回復し、日常生活を送っ
ているそうです。
　杉﨑さんが救命講習を受けたのは８年ほど前。今回、目
の前で倒れた人を見て助けなくては、と思い心臓マッサー
ジを行ったそうです。「とっさの判断で行ったことですが、
助かってよかったです。救急隊に引き継いだ時は、これで
プロの人に見てもらえるとほっとしました」と笑顔で話し
てくれました。　
　心肺蘇生はどれ
だけ早く行えるか
が鍵で、今回もす
ぐに心臓マッサー
ジを行ったことが
救命につながった
と言えます。 感謝状を受け取る杉﨑さん

平成15年 16年 17年 18年 19年

次
の
よ
う
な
時
は
迷
わ
ず　
　

一
一
九
番
通
報
し
て
く
だ
さ
い

1,103 1,025 1,220 1,122 1,121

351
325

324
292 281

214

239

205

244 234

247

216

172

252

221

1,907
1,799

2,025

1,802 1,875

　　合計　　急病　　交通事故　　一般負傷者　　その他
2,500

2,000

1,500

1,000

500

0
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狂
犬
病
は
、
人
や
動
物
に
共

通
の
感
染
症
で
未
だ
に
治
療
法

が
な
く
、
発
病
す
る
と
犬
も
人

間
も
ほ
ぼ
百
パ
ー
セ
ン
ト
死
亡

す
る
恐
ろ
し
い
病
気
で
す
。
世

界
で
は
毎
年
三
〜
五
万
人
が
亡

く
な
っ
て
い
ま
す
。
狂
犬
病
は

日
本
で
は
聞
く
こ
と
が
少
な
い

病
気
で
す
が
、
他
国
か
ら
上
陸

す
る
こ
と
は
い
つ
で
も
起
こ
り

う
る
の
で
す
。
あ
な
た
の
ペ
ッ

ト
だ
け
で
な
く
、
あ
な
た
自
身

を
守
る
た
め
に
も
必
ず
狂
犬
病

予
防
注
射
を
受
け
さ
せ
て
く
だ

さ
い
。

　

狂
犬
病
予
防
注
射
は
、
毎
年

一
回
、
四
〜
六
月
の
間
に
受

け
さ
せ
る
こ
と
が
法
律
で
飼
い

主
に
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
生
後
九
十
一
日
以
上

の
犬
を
対
象
に
、
狂
犬
病
予
防

注
射
と
登
録
を
次
の
日
程
で
行

い
ま
す
。
最
寄
り
の
集
合
注
射

会
場
で
予
防
注
射
を
受
け
さ
せ

て
く
だ
さ
い
。
会
場
で
注
射
が

受
け
ら
れ
な
い
場
合
は
動
物
病

院
で
必
ず
受
け
さ
せ
て
く
だ
さ

い
。

登
録
し
て
い
る
犬
を
飼
っ
て
い

る
人
（
継
続
）

持
ち
物　

愛
犬
手
帳
、
予
防
注

　

狂
犬
病
を
蔓ま
ん

延え
ん

さ
せ
な
い
た
め
に
、
飼
い
犬
に
狂
犬
病
予
防
注
射

を
受
け
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

の
お
知
ら
せ

射
通
知
書
（
は
が
き
）

費
用　

一
頭
に
つ
き
三
千
五
百

円※
は
が
き
は
、
三
月
下
旬
に
発

送
し
ま
す
。

登
録
の
な
い
犬
を
飼
っ
て
い
る

人
（
新
規
）

費
用　

一
頭
に
つ
き
六
千
五
百

円注
意

●
注
射
は
雨
天
で
も
行
い
ま
す
。

●
開
始
直
後
は
大
変
混
み
合
い

ま
す
。
時
間
を
ず
ら
し
て
お
越

し
く
だ
さ
い
。

●
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
首
輪
が

抜
け
な
い
よ
う
に
引
き
綱
を
必

ず
付
け
、
会
場
で
は
短
く
持
っ

て
、
並
ん
で
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

●
注
射
の
時
に
犬
を
押
さ
え
ら

れ
る
人
が
連
れ
て
来
て
く
だ
さ

い
。
押
さ
え
ら
れ
な
い
場
合
は

注
射
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

●
危
険
で
す
の
で
子
ど
も
の
同

伴
は
や
め
て
く
だ
さ
い
。

●
犬
の
ふ
ん
は
飼
い
主
が
責
任

を
も
っ
て
必
ず
持
ち
帰
っ
て
く

だ
さ
い
。
尿
は
水
で
流
し
て
く

だ
さ
い
。

●
病
気
な
ど
で
注
射
が
受
け
ら

れ
な
い
場
合
は
、
動
物
病
院
で

診
察
を
受
け
、
診
断
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※
集
合
注
射
会
場
で
は
診
断
書

は
発
行
し
ま
せ
ん
。

●
高
齢
の
犬
は
動
物
病
院
で
注

射
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

●
動
物
病
院
で
接
種
す
る
場
合

も
愛
犬
手
帳
が
必
要
で
す
。
料

金
な
ど
詳
し
く
は
各
病
院
へ
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

環
境
課

（
７
４
）
１
１
１

１
内
線
４
２
３
環
境
保
全
担
当

FAX
（
７
４
）
１
３
８
５

狂
犬
病
と
は

予
防
注
射
は
集
合
か
個
別
で

狂犬病予防集合注射会場

日　時 ９：30～11：00 13：30～14：30

４／８（火） 小動神社 菅田公園

９（水） 一之宮公園 倉見観音堂緑地

10（木） 大村ちびっこ広場 越公園

11（金） さむかわ中央公園調整池 貴船神社

 ※倉見地区の会場を昨年より変更しましたので確認して来てください。

　

印
鑑
登
録
証
明
書
の
交

付
申
請
時
に
印
鑑
登
録
証

（
カ
ー
ド
）
が
必
要
で
す
。

　

印
鑑
や
印
鑑
登
録
証
を
無

く
し
て
し
ま
っ
た
と
き
や
、

登
録
し
た
印
鑑
を
変
更
し
た

い
と
き
に
は
、
印
鑑
の
再
登

録
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

手
続
き
は
こ
れ
ま
で
無
料

で
し
た
が
、
寒
川
町
手
数

料
条
例
の
改
正
に
よ
り
四
月

一
日
以
降
は
、
一
件
に
つ
き

三
百
円
の
登
録
証
再
交
付
手

数
料
が
か
か
り
ま
す
。

　

手
続
き
の
方
法
や
必
要
書

類
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

町
民
課

（
７
４
）
１
１

１
１
内
線
１
７
３
戸
籍
住
民

担
当
FAX
（
７
４
）
５
６
１
３

印鑑登録証は紛失しないように
管理してください

印
鑑
登
録
証
の
再
交
付
は

有
料
に
な
り
ま
す

狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
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町
教
育
委
員
会
で
は
、
四
月
に
小
学
校
へ
入
学
す
る
児
童
の

保
護
者
あ
て
に
就
学
通
知
書
を
十
一
月
に
郵
送
し
ま
し
た
。

　

ま
た
中
学
に
入
学
す
る
生
徒
に
は
、
通
学
し
て
い
る
小
学
校

か
ら
就
学
通
知
書
を
渡
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
通
知
書
が
ま
だ
届
い
て
い
な
か
っ
た
り
、
特
別
な
理
由

で
通
知
さ
れ
た
学
校
以
外
へ
の
入
学
を
希
望
す
る
場
合
は
、
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

学
校
教
育
課

（
７
４
）
１
１
１
１
内
線
５
２
４
学
事
担
当

FAX
（
７
５
）
９
９
０
７

　

新
入
生
に
と
っ
て
一
番
大
切

な
こ
と
は
、
学
校
を
好
き
に
な

る
こ
と
で
す
。

　

先
生
を
信
頼
し
、
友
だ
ち
と

仲
良
く
す
る
こ
と
や
誰
に
で
も

親
切
に
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
、

親
子
の
ふ
れ
あ
い
の
中
で
子
ど

も
に
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

子
ど
も
に
と
っ
て
、
大
好
き

な
先
生
や
友
だ
ち
の
い
る
学
校

は
、
き
っ
と
楽
し
い
場
所
に
な

り
ま
す
。
楽
し
く
な
れ
ば
学
校

が
好
き
に
な
り
、
学
習
意
欲
も

自
然
に
わ
い
て
き
ま
す
。

　

虫
歯
な
ど
は
早
め
に
治
療
し
、

新
し
い
環
境
へ
の
不
安
を
取
り

除
い
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

お
母
さ
ん
や
お
父
さ
ん
が
手

本
と
な
っ
て
「
お
は
よ
う
ご

ざ
い
ま
す
」
「
こ
ん
に
ち
は
」

「
さ
よ
う
な
ら
」
な
ど
の
あ
い

さ
つ
や
「
は
い
」
と
い
う
返

事
も
元
気
に
で
き
る
と
よ
い
で

し
ょ
う
。

　

早
寝
早
起
き
、
朝
食
、
用
便
、

衣
服
の
着
脱
と
後
片
づ
け
な
ど

毎
日
の
生
活
習
慣

を
し
っ
か
り
身
に

つ
け
さ
せ
、
一
人

で
で
き
る
よ
う
に

し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

　

小
学
生
に
な
る

と
行
動
範
囲
が
広

が
る
た
め
、
交
通
事
故
や
不
審

者
な
ど
が
心
配
で
す
。
通
学
路

を
子
ど
も
と
一
緒
に
歩
い
て
学

校
ま
で
の
所
要
時
間
や
危
険
な

場
所
な
ど
を
確
認
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
学
校
で

気
持
ち
よ
く
生

活
す
る
た
め
に

は
、
集
団
生
活

の
ル
ー
ル
を
守

る
こ
と
が
大
切

で
す
。
静
か
に

話
を
最
後
ま
で

聞
く
こ
と
、
他

人
の
い
や
が
る
こ
と
を
し
な
い

こ
と
な
ど
を
、
家
庭
で
話
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

　

入
学
は
新
し
い
世
界
へ
の
出

発
で
す
。
学
校
生
活
に
慣
れ
る

ま
で
は
、
子
ど
も
た
ち
は
毎
日

が
緊
張
の
連
続
で
す
。

　

子
ど
も
の
ス
ト
レ
ス
を
考
え

ず
「
早
く
し
な
さ
い
」
と
言
う

よ
り
も
、
子
ど
も
の
話
を
じ
っ

く
り
聞
い
て
あ
げ
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
し
か
る
よ
り
も
、
ほ

め
て
励
ま
す
こ
と
が
子
ど
も
の

気
持
ち
を
和
ら
げ
、
や
る
気
に

さ
せ
ま
す
。

小
学
校
の
入
学
式
ま
で
あ
と
一
カ
月
。

子
ど
も
た
ち
の
期
待
に
満
ち
た
新
生
活
が
始
ま
り
ま
す
。

勉
強
も
遊
び
も
元
気
い
っ
ぱ
い
に
で
き
る
よ
う
、
今
か
ら
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

楽
し
い
学
校
生
活
を

　

送
る
た
め
に

　

学
校
生
活
な
ど
で
心
配
な
こ

と
が
あ
れ
ば
、
学
校
に
気
軽
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
学
校
以
外
に
次
の
窓
口

も
利
用
で
き
ま
す
。

教
育
相
談

（
７
３
）
４
６
３
９

青
少
年
相
談

（
７
５
）
７
８
６
１

と
き　

月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を

除
く
）
午
前
九
時
〜
午
後
五
時

と
こ
ろ　

学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

教
育
研
究
室

（
７
３
）
４

６
３
９
FAX
（
７
３
）
４
６
４
９

自分たちで配
はい

膳
ぜん

して給食を
食べます（一之宮小学校）

 学年を超えた活動も
（小谷小学校キラキラ綱引き大会）

生
活
の
ル
ー
ル
を

　

身
に
つ
け
よ
う

し
か
る
よ
り

　

励
ま
し
て

心
配
事
は
相
談
を

就
学
通
知
書
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い

一

年
生

も
う

す

ぐ
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給
与
所
得
者
の
大
半
の
人

は
、
ど
ち
ら
の
税
金
も
給
料
か

ら
の
天
引
き
と
な
っ
て
い
る
た

　
　
　

と　
　
　

で
は
課
税
時
期
が

異
な
り
ま
す

め
、
い
つ
の
所
得
を
基
に
し
た

税
金
な
の
か
を
意
識
し
な
い
場

合
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　

所
得
税
は
、
一
月
か
ら
十
二

月
ま
で
の
一
年
間
の
所
得
に
対

し
、
そ
の
年
中
に
税
金
を
納
め
、

過
不
足
分
に
つ
い
て
給
与
所
得

者
は
年
末
調
整
で
、
そ
れ
以
外

の
人
は
翌
年
三
月
の
確
定
申
告

で
そ
れ
ぞ
れ
精
算
し
ま
す
。

　

一
方
住
民
税
は
、
年
末
調
整

や
確
定
申
告
な
ど
で
確
定
し
た

所
得
等
を
も
と
に
翌
年
度
の
六

月
に
納
税
通
知
書
を
送
付
し
課

税
（
翌
年
度
賦
課
課
税
方
式
）

し
ま
す
。

　

例
え
ば
大
学
を
卒
業
し
て
会

社
に
就
職
し
た
場
合
、
所
得

税
は
す
ぐ
に
給
与
天
引
き
さ
れ

ま
す
が
、
住
民
税
は
最
初
の
年

度
に
つ
い
て
は
前
年
の
所
得
が

な
い
の
で
天
引
き
さ
れ
ま
せ
ん
。

逆
に
会
社
を
退
職
し
そ
の
後
収

入
が
な
く
て
も
、
前
年
の
所
得

が
あ
る
た
め
住
民
税
が
課
税
さ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
所
得
税
と
住
民

税
で
は
課
税
の
時
期
が
異
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

税
務
課

（
７
４
）
１
１
１

１
内
線
４
１
７
町
民
税
担
当
FAX

（
７
４
）
１
３
８
５

【
縦
覧
】

　

縦
覧
帳
簿
を
見
て
、
自
己
の

土
地
や
家
屋
の
価
格
と
ほ
か
の

土
地
や
家
屋
の
価
格
を
比
較
す

る
こ
と
で
、
価
格
が
適
正
か
ど

う
か
確
認
で
き
る
制
度
で
す
。

と
き　

四
月
一
日
（
火
）
〜
六

月
二
日
（
月
）
午
前
八
時
三
十

分
〜
午
後
五
時
十
五
分
（
土
・

日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
）

と
こ
ろ　

役
場
東
分
庁
舎

縦
覧
で
き
る
帳
簿

土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿

内
容　

所
在
、
地
番
、
地
目
、

地
積
、
価
格

家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿

内
容　

所
在
、
家
屋
番
号
、
種

類
、
構
造
、
床
面
積
、
価
格

※
固
定
資
産
税
が
課
さ
れ
て
い

る
土
地
・
家
屋
に
限
り
ま
す
。

縦
覧
で
き
る
人　

納
税
義
務
者
、

納
税
義
務
者
と
同
居
の
親
族
、

納
税
管
理
人
、
代
理
人

必
要
な
物　

納
税
通
知
書
（
前

年
度
分
で
も
可
）
、
代
理
人
の

場
合
は
委
任
状

※
土
地
（
家
屋
）
の
み
を
所
有

し
て
い
る
人
は
、
家
屋
（
土

地
）
縦
覧
帳
簿
を
縦
覧
で
き
ま

せ
ん
。

【
閲
覧
】

と
き　

四
月
一
日
（
火
）
か
ら

午
前
八
時
三
十
分
〜
午
後
五
時

十
五
分
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日

は
除
く
）

と
こ
ろ　

役
場
東
分
庁
舎

費
用　

六
月
二
日
（
月
）
ま
で

は
無
料
。
た
だ
し
借
地
人
、
借

家
人
は
有
料
。

※
借
地
人
・
借
家
人
に
つ
い
て

は
、
賃
借
料
を
支
払
っ
て
い
る

場
合
に
限
り
ま
す
。

税
務
課

内
線
４
１
８
資
産

税
担
当
FAX
（
７
４
）
１
３
８
５

　

個
人
の
所
得
に
か
か
る
所
得
税
（
国
に
納
め
る
）
と
住
民
税
（
町

に
納
め
る
個
人
町
・
県
民
税
）
は
課
税
時
期
が
異
な
り
ま
す
。
思
わ

ぬ
時
に
納
税
通
知
書
が
来
た
、
と
慌
て
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

固
定
資
産
税
の
縦
覧
と
閲
覧
の
お
知
ら
せ

が
確
認
で

き
ま
す

閲覧条件一覧
閲覧できる人 対象となる固定資産 必要なもの

固定資産税の納税義務者 納税義務の対象となっ
ている固定資産 ―――――

借地人 借りている土地
賃貸借契約書

借家人 借りている家屋とその
敷地である土地

所有者や破産管財人等の
固定資産を処分する権利
を有する人

権利の対象となってい
る固定資産 権利関係を示す書類

所
得
税

住
民
税

所得税と住民税の課税時期と納付時期（給与所得者の場合）

土
地
や
家
屋
の
評
価
額

12月に年末調整、または翌年
３月に確定申告により精算

年末調整や確定申告で確定し
た所得をもとに課税、納付
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町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

の
掲
載
を
始
め
ま
す

　

町
で
は
四
月
一
日
か
ら
町
の
資
産
に
事
業
者
等
の
広
告
を
掲
載
し

新
た
な
財
源
を
確
保
す
る
た
め
の
制
度
を
施
行
し
ま
す
。

  

現
在
持
っ
て
い
る
高
齢
受

給
者
証
の
有
効
期
限
が
平

成
二
十
年
三
月
三
十
一
日
ま

で
と
な
っ
て
い
る
七
十
〜

七
十
四
歳
ま
で
の
人
の
、
新

し
い
高
齢
受
給
者
証
を
三
月

下
旬
に
送
付
し
ま
す
。

　

新
し
い
高
齢
受
給
者
証
の

「
一
部
負
担
金
の
割
合
」
欄

は
「
二
割
」
と
記
載
さ
れ
ま

す
が
現
在
一
部
負
担
金
の
割

合
が
、
「
三
割
」
の
人
お
よ

び
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

対
象
と
な
る
一
定
の
障
害
認

　

こ
の
制
度
に
基
づ
き
、
六
月

一
日
か
ら
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

広
告
を
掲
載
し
ま
す
。

広
告
の
種
類　

バ
ナ
ー
広
告

広
告
の
規
格　

縦
五
十
ピ
ク
セ

ル
、
横
百
三
十
ピ
ク
セ
ル
、
五

キ
ロ
バ
イ
ト
以
内
、
Ｇ
Ｉ
Ｆ
形

式
（
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
不
可
）

画
像
は
申
込
者
が
作
成

広
告
掲
載
位
置
お
よ
び
枠
数

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ
ペ
ー

ジ
中
央
部
分
の
下
部　

六
枠

広
告
掲
載
期
間　

一
カ
月
単
位
、

連
続
し
て
複
数
月
に
わ
た
り
掲

載
も
可
（
最
長
十
二
カ
月
）

※
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
月
間
平
均

ア
ク
セ
ス
数
は
約
一
万
五
千
件
。

（
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
）

掲
載
希
望
の
広
告
を
募
集
し
ま
す

募
集
期
間　

お
お
む
ね
掲
載
開

始
月
の
二
カ
月
前
の
一
日
〜
二

十
日
（
空
き
が
な
い
場
合
は
募

集
し
ま
せ
ん
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

※
六
月
一
日
掲
載
開
始
分
は
、

四
月
一
日
（
火
）
〜
二
十
一
日

（
月
）
の
間
に
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
し
込
み
方
法　

町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
広
告
掲
載
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
て
市
町
村
民

税
の
領
収
書
の
写
し
な
ど
を
添

付
し
て
提
出

掲
載
料　

一
枠
あ
た
り
一
カ
月

五
千
円

注
意　

掲
載
で
き
な
い
内
容
な

ど
詳
細
に
つ
い
て
、
町
広
告

掲
載
要
綱
、
町
広
告
掲
載
基
準
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

広
告
取
扱
要
領
を

必
ず
確
認
し
て
か

ら
申
し
込
み
を
し

て
く
だ
さ
い
。

広
報
情
報
課

（
７
４
）

１
１
１
１
内
線

２
２
２
広
報
統
計

担
当
FAX
（
７
４
）

９
１
４
１

掲載予定位置

国
民
健
康
保
険

七
十
〜
七
十
四
歳
の
人
の
新
し
い

し
ま
す

定
を
受
け
た
人
を
除
き
、
医

療
機
関
で
の
自
己
負
担
（
窓

口
で
支
払
う
保
険
診
療
分
）

は
一
割
の
ま
ま
据
え
置
き
に

な
り
ま
す
。

保
険
年
金
課

（
７
４
）

１
１
１
１
内
線
１
２
４
国
保

担
当
FAX
（
７
４
）
５
６
１
３

　

例
年
新
年
度
予
算
に
つ
い
て
、
広
報
さ
む

か
わ
四
月
一
日
号
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
が
、

平
成
二
十
年
度
分
に
つ
い
て
は
、
議
会
日
程
、

編
集
作
業
日
程
な
ど
か
ら
、
広
報
さ
む
か
わ
お

知
ら
せ
版
四
月
十
五
日
号
に
掲
載
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

広
報
情
報
課

内
線
２
２
２
広
報
統
計
担
当

新
年
度
予
算
は
四
月
十
五
日
号
で

バ
ナ
ー
広
告

 http://www.town.samukawa.kanagawa.jp

広告 広告 広告
広告 広告 広告

掲
載
イ
メ
ー
ジ
図

高
齢
受
給
者
証
を
送
付
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〈
国
民
健
康
保
険
〉

　

国
民
健
康
保
険
の
資
格
は
自

動
的
に
は
切
り
替
わ
り
ま
せ
ん
。

今
ま
で
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
た
人
が
ほ
か
の
健
康
保

険
制
度
に
加
入
ま
た
は
扶
養
家

族
と
し
て
認
定
さ
れ
た
場
合
や
、

逆
に
職
場
の
健
康
保
険
か
ら
抜

け
た
場
合
な
ど
、
国
民
健
康
保

険
を
辞
め
た
り
加
入
し
た
り
す

る
た
め
に
は
、
手
続
き
が
必
要

で
す
。
（
左
表
参
照
）

　

手
続
き
を
し
な
い
と
、
い
つ

ま
で
も
国
民
健
康
保
険
料
が
か

か
っ
た
り
、
も
し
も
の
時
に
保

険
診
療
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

〈
国
民
年
金
〉

　

会
社
に
入
社
、
退
社
し
た
と

き
や
配
偶
者
の
扶
養
に
な
っ

た
り
外
れ
た
り
し
た
時
に
は
変

更
の
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

種
別
に
よ
っ
て
必
要
書
類

や
届
け
出
先
が
異
な
り
ま

す
。
下
の
表
を
参
照
し
て

忘
れ
ず
に
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

【
種
別
の
説
明
】

●
第
１
号
被
保
険
者　

自

営
業
者
、
農
林
漁
業
従
事

者
、
学
生
、
無
職
の
人
な

ど●
第
２
号
被
保
険
者　

会

社
員
、
公
務
員

●
第
３
号
被
保
険
者　

第

２
号
被
保
険
者
の
扶
養
と

な
っ
て
い
る
配
偶
者

保
険
年
金
課

（
７
４
）

１
１
１
１
内
線
１
２
４
国

保
担
当
、
内
線
１
２
３

年
金
担
当
FAX
（
７
４
）

５
６
１
３

国
保
の　
　
　
　
　

、
国
民
年
金

の　
　

は
届
け
出
が
必
要
で
す

国民健康保険届け出一覧表
こんなとき 必要なもの

加
入
す
る
と
き

ほかの市町村から転入してきたとき 前市町村の転出証明書、印鑑

職場の健康保険などを脱退したとき 資格喪失証明書・退職証明書・離職票のいず
れか、印鑑

子どもが生まれたとき 通帳、印鑑

外国籍の人が加入するとき 外国人登録証明書、印鑑

脱
退
す
る
と
き

他の市町村へ転出するとき 保険証、預金通帳、印鑑

職場の健康保険などに加入したとき 保険証、職場の保険証、預金通帳、印鑑

死亡したとき 保険証、葬儀の領収書または会葬礼状、預金
通帳、印鑑

そ
の
ほ
か

退職者医療制度に該当したとき 年金証書、保険証

住所、世帯主、氏名などが変わった
とき 保険証、印鑑

世帯を分けたり、一緒にしたとき 保険証、印鑑

保険証をなくしたり、破損して使え
なくなったとき

破損した保険証、顔写真入りの身分証明、印
鑑

修学のため、子どもがほかの市町村
に住むとき 保険証、在学証明書または学生証、印鑑

保険料を口座振替で納めたいとき 預金通帳、口座の届け出印鑑

国民年金変更など届け出一覧表
こんなとき 種　別 届け出先 持　ち　物

会社や役所
などに就職
したとき

厚生年金に加入したとき １号→２号
３号→２号 勤務先 年金手帳など

共済組合に加入したとき
１号→２号
３号→２号 勤務先 年金手帳など

１号→２号 保険年金課 印鑑、共済組合員証

被扶養配偶者 １号→３号 配偶者の勤務先 年金手帳など

会社や役所
などを退職
したとき

本人 ２号→１号
保険年金課

印鑑、年金手帳、資格喪失証明書・離職証明など資格
喪失日か退職日の確認ができるもの

被扶養配偶者 ３号→１号 印鑑、年金手帳、資格喪失証明書など

会社を退職し配偶者の扶養になるとき
（配偶者が第２号被保険者の場合） ２号→３号 配偶者の勤務先 年金手帳など

第３号被保険者が配偶者の扶養から
外れたとき（収入増や離婚のとき） ３号→１号 保険年金課 印鑑、年金手帳、資格喪失証明書など

住所・氏名が変わったとき
１号 保険年金課 印鑑、年金手帳

３号 配偶者の勤務先 年金手帳など

任意加入するとき 任意

保険年金課

印鑑、年金手帳

保険料を納めるのが困難なとき
１号

印鑑、年金手帳など

学生で保険料を納めるのが困難なとき 学生証、年金手帳など

保険料を口座振替で納めたいとき １号、任意 金融機関、郵便局 預（貯）金通帳、口座の届け出印鑑、年金手帳か納付書

※印鑑は被保険者本人が署名する場合は不要です。

加
入
・
脱
退

変
更
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隣
近
所
の
ご
み
事
情

衣
類
の
分
別
、出
し
方 47

　

衣
類
は
ご
み
で
は
な
く
、
貴
重
な
資
源
で
す
。

「
紙
・
ボ
ロ
類
」
の
収
集
日
に
き
ち
ん
と
分
別
し
、
出
し
て　

く
だ
さ
い
。

出
し
方

●
ボ
タ
ン
や
フ
ァ
ス
ナ
ー
は
、

外
さ
な
く
て
か
ま
い
ま
せ
ん
。

●
折
り
た
た
み
、
ひ
も
で
十

字
に
縛
っ
て
出
し
て
く
だ
さ

い
。
袋
は
使
用
し
な
い
で
く

だ
さ
い
。

●
ぬ
れ
る
と
資
源
化
で
き
な

く
な
り
ま
す
。
雨
の
日
は
な

る
べ
く
出
す
の
を
避
け
、
次

回
に
出
す
な
ど
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

●
間
違
え
て
「
資
源
ご
み
」

に
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
み
の
種
類
、

収
集
日
を
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。環

境
課

（
７
４
）
１
１

１
１
内
線
４
２
４
生
活
美
化

担
当
FAX
（
７
４
）
１
３
８
５

分
別
方
法

　

衣
類
は
基
本
的
に
は

「
紙
・
ボ
ロ
類
」
で
す
が
、

分
別
が
異
な
る
衣
類
も
あ
り

ま
す
。

　

次
の
も
の
を
捨
て
る
と
き

は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
セ
ー
タ
ー
な
ど
毛
糸
で
で

き
て
い
る
も
の
、
ス
キ
ー
ウ

ェ
ア
な
ど
中
に
綿
が
入
っ
て

い
る
も
の
↓
可
燃
粗
大
ご
み

に
出
し
て
く
だ
さ
い

○
革
ジ
ャ
ン
パ
ー
な
ど
革
製

の
も
の
、
レ
イ
ン
ウ
エ
ア
、

ウ
イ
ン
ド
ブ
レ
ー
カ
ー
な
ど

ビ
ニ
ー
ル
製
品
の
も
の
↓
不

燃
ご
み
に
出
し
て
く
だ
さ
い

○
下
着
や
靴
下
↓
紙
・
ボ
ロ

類
で
す
が
、
可
燃
ご
み
で
も

可

　

町
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
素

案
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

を
昨
年
十
二
月
十
七
日
〜
一
月

十
八
日
ま
で
行
い
ま
し
た
。

　

二
人
か
ら
七
件
の
意
見
を
い

た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概

要
と
町
の
考
え
方
に
つ
い
て
抜

粋
し
て
紹
介
し
ま
す
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
結
果

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

に

ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

Ａ　

マ
ッ
プ
の
体
裁
に
関
す
る

も
の

●
大
き
く
見
や
す
く
し
て
欲
し

い
↓
各
戸
配
布
分
に
つ
い
て
は

使
い
や
す
さ
を
考
え
Ａ
１
と
い

う
サ
イ
ズ
を
選
択
し
ま
し
た
。

Ｂ　

マ
ッ
プ
の
記
載
内
容
に
関

す
る
も
の

●
「
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
」
と
カ

タ
カ
ナ
表
記
で

は
な
く
漢
字
表

記
に
し
て
欲
し

い
↓
ほ
か
の
自

治
体
で
は
「
洪

水
避
難
地
図
」

な
ど
カ
タ
カ
ナ

表
記
を
用
い
て

い
な
い
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
町
で

は
国
土
交
通
省

な
ど
の
公
式
発

表
や
手
引
き
書

に
「
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
「
町
洪
水
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
」
の
名
称
と
し
、
副
題

と
し
て
「
〜
相
模
川
・
小
出

川
・
目
久
尻
川
が
氾は
ん

濫ら
ん

し
た
場

合
〜
」
を
追
記
し
分
か
り
や
す

い
表
現
と
し
ま
し
た
。

今
後
の
予
定

　

皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ

い
た
意
見
の
う
ち
反
映
で
き
る

も
の
を
反
映
し
て
マ
ッ
プ
を
作

成
し
ま
す
。

　

マ
ッ
プ
が
で
き
あ
が
り
ま
し

た
ら
、
各
戸
に
一
枚
ず
つ
配
布

し
ま
す
。
自
分
が
居
住
し
て
い

る
場
所
な
ど
の
洪
水
予
測
情
報

と
し
て
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
結
果
詳

細
は
防
災
安
全
課
お
よ
び
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
ご
覧
に
な

れ
ま
す
。

防
災
安
全
課

（
７
４
）

１
１
１
１
内
線
２
５
３
防
災
安

全
担
当
FAX
（
７
４
）
９
１
４
１

パブリックコメント結果
意見区分

区　　　　分 件数

（Ａ）マップの体裁に関する意見 １
（Ｂ）マップの記載内容に関する意見 ２
（Ｃ）洪水時の対応に関する意見 １
（Ｄ）そのほかマップ以外に対する意見 ３
意見に対する対応区分

区　　　　分 件数

（ａ）マップに反映したもの ２
（ｂ）反映できなかったもの ２
（ｃ）今後の施策において配慮するもの １
（ｄ）そのほか ２
提出方法　郵送、ファクス、電子メールなど

町
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
素
案
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被
表
彰
者

学
校
教
育
関
係

毛
藤
ま
ゆ
み
さ
ん
（
寒
川
小
学
校
教
員
）

齋
藤
真
恵
さ
ん
（
寒
川
小
学
校
教
員
）

星
利
佳
さ
ん
（
小
谷
小
学
校
教
員
）

上
園
希
代
美
さ
ん
（
小
谷
小
学
校
教
員
）

石
川
淳
さ
ん
（
寒
川
中
学
校
教
員
）

十
一
人
、二
団
体
を
表
彰

町
の
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
に
貢
献

　

町
教
育
委
員
会
表
彰
式
を
二
月
一
日
、
町
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
町
の
教
育
や
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
貢
献
し
た
人
の
功
績
を
た
た
え
る

も
の
で
、
今
年
は
十
一
人
、
二
団
体
を
表
彰
し
ま
し
た
。

幼
児
教
育
関
係

小
林
祥
子
さ
ん
（
磯
川
学
園
倉
見
幼
稚
園

教
員
）

社
会
教
育
関
係

町
立
寒
川
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
広

報
紙
コ
ン
ク
ー
ル
教
育
長
賞
受
賞
な
ど
）

明
利
美
穂
さ
ん
（
県
春
季
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

大
会
一
般
女
子
優
勝
）

青
木
大
さ
ん
（
全
日
本
少
年
剣
道
錬
成
大

会
神
奈
川
県
予
選
優
勝
）

渡
邉
貴
子
さ
ん
（
県
小
学
生
学
年
別
柔
道

大
会
六
年
女
子
45
㎏
の
部
優
勝
）

濱
中
恭
太
さ
ん
（
県
小
学
生
学
年
別
柔
道

大
会
五
年
男
子
45
㎏
の
部
優
勝
）

小
林
佳
知
美
さ
ん
（
県
高
等
学
校
総
合
体

育
大
会
兼
全
国
高
等
学
校
柔
道
大
会
県
予

選
会
女
子
個
人
の
部
48
㎏
級
優
勝
）

フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ク
ラ
ブ
（
県
社
会
人
サ
ッ

カ
ー
リ
ー
グ
一
部
優
勝
）

（
順
不
同
）

　

一
月
二

十
七
日
に

横
浜
市
海

港
記
念
会

館
で
、
県

青
少
年
育

成
活
動
推

進
者
表
彰

式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
表
彰
式
で

町
青
少
年
指
導
員
の
野
口
チ
ホ
子
さ
ん
が

長
年
に
わ
た
る
青
少
年
健
全
育
成
に
よ
り

表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

二
月
十
三
日

に
、
社
団
法
人

神
奈
川
県
自
動

車
整
備
振
興
会

湘
南
支
部
と
災

害
時
に
お
け
る

被
災
者
救
援
や

障
害
物
除
却
等

に
関
す
る
応
急

対
策
業
務
に
つ

い
て
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

災
害
応
急
対
策
に
関
す
る

協
定
を
締
結
し
ま
し
た

町
農
畜
産
物

立
毛
共
進
会
結
果

　

平
成
十
九
年
度
に
開
催
さ
れ
た
十
二

品
目
の
各
農
畜
産
物
の
生
育
状
況
や
栽

培
技
術
な
ど
を
審
査
す
る
農
畜
産
物

立
毛
共
進
会
の
褒ほ
う

賞し
ょ
う

授
与
式
を
二
月

二
十
六
日
に
町
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し

ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、各
部
門
の
優
等
賞
は

次
の
人
に
決
ま
り
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

促
成
ト
マ
ト　

古
谷
優
（
宮
山
）
、
マ

ス
ク
メ
ロ
ン　

杉
山
六
郎
（
宮
山
）
、

枝
豆　

石
黒
栄
一
（
田
端
）
、
ナ
シ　

井
出
勉
（
宮
山
）
、
鉢
物　

相
田
一
博

（
一
之
宮
）
、
促
成
イ
チ
ゴ　

佐
藤
勲

（
小
動
）
、
ネ
ギ　

鈴
木
豊
（
大
曲
）
、

ホ
ウ
レ
ン
草　

佐
藤
昭
宏
（
田
端
）
、

小
松
菜　

佐
藤
昭
宏
（
田
端
）
、
カ
ー

ネ
ー
シ
ョ
ン　

福
岡
美
浩
（
宮
山
）
、

ス
イ
ー
ト
ピ
ー　

福
岡
敏
夫
（
宮
山
）
、

乳
牛
育
成　

大
川
元
善
（
田
端
）

青
少
年
の
健
全
育
成
で
県
表
彰

表
彰
状
を
手
に
す
る
野
口
さ
ん

協
定
書
の
交
換
後
、
握
手

を
す
る
栗
栖
支
部
長
（
左
）

と
山
上
町
長（
右
）

温室で咲くスイートピー
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統
計
知
識
へ
の
理
解

と
統
計
の
表
現
技
術
を

磨
く
た
め
第
五
十
六
回

県
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー

ル
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

町
か
ら
は
町
立
寒
川

中
学
校
二
年
の
上
園
風

希
子
さ
ん
が
出
品
し
た

「
世
界
の
平
均
寿
命
」

の
グ
ラ
フ
が
第
四
部
（
中
学
生
の
部
）
で
佳
作
に
入
選
し
ま
し
た
。

　

ま
た
県
統
計
協
会
長
特
別
賞
（
学
校
表
彰
）
と
し
て
中
学
校
の
部
で
町
立
寒

川
中
学
校
（
甲
田
益
通
校
長
）
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
統
計
資
料
か
ら
表
現
し
て
み
よ
う町立寒川中学校２年

上園風希子さんの作品

　

町
観
光
協
会
主
催
の
寒
川
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

の
入
賞
作
品
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

観
光
の
部
は
寺
﨑
菊
雄
さ
ん
（
岡
田
）
の

「
雨
の
中
の
大お
お

祓は
ら
え

」
、
一
般
の
部
は
下
里
勝
二

さ
ん
（
中
瀬
）
の
「
朝
霧
の
山
中
湖
」
、
町

の
木
花
鳥
の
部
は
椎
野
英
三
さ
ん
（
宮
山
）
の

「
ア
ピ
ー
ル　

ダ
イ
サ
ギ
」
が
そ
れ
ぞ
れ
特
選

を
受
賞
し
ま
し
た
。
特
選
の
写
真
は
町
観
光
協

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

町
観
光
協
会

（
７
５
）
９
０
５
１

h
ttp
://w

w
w
.t-s
a
m
u
ka
w
a
.o
r.jp
/̃s
-

ka
n
ko
u
/

写
真
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
作
品
が
決
ま
り
ま
し
た

観光の部特選「雨の中の大祓」
寺﨑菊雄さんの作品

　

二
月
十
六
日
か
ら
三
月
二
日
ま

で
公
民
館
ま
つ
り
が
町
内
三
公
民

館
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回

は
三
十
回
目
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

初
日
は
町
民
セ
ン
タ
ー
で
記
念
式

典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
式
典
で

は
「
町
の
公
民
館
が
で
き
て
か
ら

は
六
十
年
に
な
り
ま
す
」
「
地
域

の
皆
さ
ん
の
学
び
、
集
う
場
と
し

て
、
今
後
も
活
動
が
活
発
に
行
わ

れ
る
よ
う
に
期
待
し
ま
す
」
と
の

話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
記
念
講
演
で
は
、
「
地
域

で
学
ぶ
と
い
う
こ
と
は
、
将
来
的

に
町
の
財
産
に
な
り
ま
す
。
今
、

利
用
し
て
い
な
い
人
に
向
け
て
の

発
信
も
大
事
で
す
」
と
話
が
あ
り

ま
し
た
。

　

ま
つ
り
は
、
各
館
ご
と
に
利
用

団
体
の
発
表
な
ど
、
工
夫
し
て
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
一
度
足
を
運
ん

で
み
て
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
が
学

び
た
い
、
と
思
っ
て
い
る
サ
ー
ク

ル
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

水墨画の作品を見る来場者

今年の標語を作った
佐藤守さん（倉見）
「３０年という言葉
を入れて考えました。
１回は選ばれたいな
あと思っていたので
うれしい」と話して
くれました

記念講演を行った日本体
育大学教授　上田幸夫さ
ん「知的欲求はエンドレス
です。学びは学校からだ
けではなく、自分で自分を
高めたり、地域で人とのつ
ながりから学んだりでき
ます」

人形劇サークルの発表。「とってもおも
しろかった」と母親と見ていた男の子

公民館つどいふれあい３０年
第３０回公民館まつり
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わ
た
し
た
ち
は
町
内
で
唯
一
の
小
学
生
を
対
象
と
し
た

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
で
す
。
現
在
、
町
内
五
校
の
小
学

校
か
ら
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
り
、
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

練
習
は
、
週
に
三
回
行
っ
て
い
て
、
毎
週
火
曜
日
の
午

後
四
時
三
十
分
〜
六
時
と
毎
週
土
曜
日
の
午
前
九
時
〜
正

午
は
旭
小
学
校
体
育
館
で
、
毎
週
水
曜
日
の
午
後
五
時
〜

六
時
は
南
小
学
校
体
育
館
で
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

　

結
成
し
て
ま
だ
三
年
目
で
す
が
、
日
ご
ろ
の
練
習
の
成

果
も
あ
り
、
昨
年
十
二
月
に
行
わ
れ
た
茅
ヶ
崎
小
学
生
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
冬
季
大
会
で
は
、
一
部
（
六
年
生
）
準

優
勝
、
二
部
（
五
年
生
）
優
勝
、
三
部
（
四
年
生
）
優
勝

と
い
う
成
績
を
残
す
事
が
で
き
ま
し
た
。

　

元
気
で
明
る
い
チ
ー
ム
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

初
心
者
で
も
コ
ー
チ
が
基
礎
か
ら
丁
寧
に
教
え
ま
す
の
で
、

興
味
の
あ
る
人
は
ぜ
ひ
一
度
見
学
に
来
て
く
だ
さ
い
。

岩
城　

（
７
５
）
１
５
５
２

寒川ジュニア
バレーボールクラブ

目指せ！未来の日本代表！

　

町
内
の
小
学
校
五
校
の
六
年
生
十
五
人
が
議
員
に
な

る
子
ど
も
議
会
を
、
二
月
九
日
に
開
催
し
ま
し
た
。
子

ど
も
議
員
は
、
環
境
問
題
や
防
犯
、
平
和
活
動
、
新
幹

線
新
駅
な
ど
、
日
ご
ろ
疑
問
に
感
じ
て
い
る
こ
と
や
、

ク
ラ
ス
で
話
し
合
っ
た
こ
と
を
質
問
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
町
長
、
各
部
長
が
行
っ
た
答
弁
を
真

剣
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

議長・副議長を務めました

右：議長、小野雅之さん（南）
左：副議長、橋村真子さん（寒川）

「とても緊張したけれど、今まで
知らなかったことがたくさん聞け
て、とても勉強になりました」とホッ
とした表情で語ってくれました。

№ 小学校 氏名（敬称略） 質問タイトル

1 旭 森田葉月 目久尻川の環境を守るために

2 寒　川 石川晴菜 子どもの安全対策について

3 小　谷 山内風花 歩道の設置について

4 一之宮 竹内章馬 信号設置について

5 一之宮 渡部佑実 町営プールについて

6 南 甲斐有咲 学童保育について

7 南 鈴木　瞬 寒川町について気付いたこと

8 寒　川 大木果歩 環境問題について

9 旭 益子　葵 道案内等の看板について

10 小　谷 森本拓椰 暗い道の街灯について

11 一之宮 渡辺大祐 寒川駅駐輪場での自転車の盗
難について

12 旭 鳥越明日翔 核兵器廃絶平和都市宣言につ
いて

13 小　谷 竹原隼太 新幹線新駅について

子ども議会
石川晴菜さん

山内風花さん

竹内章馬さん

甲斐有咲さん

渡部佑実さん

鈴木　瞬さん

益子　葵さん

渡辺大祐さん

竹原隼太さん

大木果歩さん

森本拓椰さん

鳥越明日翔さん

森田葉月さん

答弁を行う
山上町長

わたしたちだ
って聞きたい
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最
近
目
が
疲
れ
や
す
く
な
っ
た
り
、

シ
ョ
ボ
シ
ョ
ボ
し
た
り
、
乾
い
た
感
じ

や
ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
た
り
、
痛
み
が
出
た
り

し
ま
せ
ん
か
？
も
し
、
こ
の
よ
う
な
症

状
が
あ
れ
ば
ド
ラ
イ
ア
イ
の
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

　

ド
ラ
イ
ア
イ
と
は
「
さ
ま
ざ
ま
な
原

因
に
よ
る
、
涙
の
減
少
に
よ
っ
て
角
膜

が
傷
つ
き
、
目
の
不
快
感
や
ぼ
や
け
を

伴
う
状
態
」
で
す
。
そ
の
ま
ま
に
し
て

お
く
と
視
力
障
害
を
起
こ
す
こ
と
も
あ

る
の
で
、
眼
科
受
診
が
必
要
で
す
。

　

原
因
と
し
て
は
、
眼
鏡
が
合
わ
な
い
、

涙
不
足
、
目
の
筋
肉
疲
労
な
ど
で
す
。

特
に
パ
ソ
コ
ン
や
テ
レ
ビ
な
ど
で
長
時

間
集
中
し
て
も
の
を
見
る
と
き
は
、
ま

ば
た
き
が
減
り
、
涙
の
分
泌
が
不
足
し

ま
す
。
ま
た
エ
ア
コ
ン
で
乾
燥
し
た
部

屋
で
一
日
中
過
ご
す
生
活
も
ド
ラ
イ
ア

イ
の
大
き
な
原
因
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
原
因
が
分
か
れ
ば
、
生
活

の
工
夫
で
改
善
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

集
中
し
て
長
時
間
も
の
を
見
た
り
す

る
と
、
目
の
筋
肉
が
緊
張
し
て
血
行
が

悪
く
な
り
ま
す
。
改
善
に
は
目
を
温
め

た
り
筋
肉
を
ほ
ぐ
す
た
め
の
マ
ッ
サ
ー

ジ
を
し
て
血
行
を
良
く
す
る
の
が
一
番

で
す
。
方
法
と
し
て
は
、
温
か
い
お
し

ぼ
り
を
目
に
当
て
て
一
日
一
回
五
分
間

温
め
ま
す
。
ま
た
上
下
の
ま
ぶ
た
を
指

で
軽
く
マ
ッ
サ
ー
ジ
す
る
の
も
効
果
的

で
す
。

　

目
の
ピ
ン
ト
合
わ
せ
の
役
目
を
す
る

の
が
毛
様
体
筋
で
す
。
毛
様
体
筋
は
近

く
を
見
る
と
緊
張
す
る
た
め
、
読
書
や

テ
レ
ビ
を
見
る
時
間
な
ど
が
長
い
と
疲

れ
目
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
そ
の
と
き

に
効
果
的
な
の
は
「
遠
く
を
見
る
」
こ

と
で
す
。

　

方
法
と
し
て
は
、
十
分
ご
と
に
二
〜

三
秒
間
、
外
や
壁
な
ど
遠
く
の
対
象
物

を
決
め
て
、
ピ
ン
ト
を
合
わ
せ
て
見

る
だ
け
で
す
。
窓
が
な
け
れ
ば
二
〜
五

メ
ー
ト
ル
先
の
も
の
を
見
る
だ
け
で
も

い
い
で
す
。

　

目
の
不
快
感
を
感
じ
た
ら
、
ま
ず
眼

科
を
受
診
し
治
療
を
し
な
が
ら
こ
れ
ら

の
方
法
も
試
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

健
康
課

内
線
１
６
３
健
康
づ
く
り

担
当
FAX
（
７
４
）
５
６
１
３

「２００８寒川」事件事故
ゼロを目指して
　わたしたちの身の回りでは依然とし
て多くの犯罪が起こっており、また尊
い命が交通事故で失われています。
　昨年、町内で発生した身近な犯罪や交通事故を人口が
同じくらいの近隣自治体と比較してみました。

全刑法犯 自動車盗 オートバイ盗 自転車盗 ひったくり 交通事故

寒川町 614 38 55 136 15 336

逗子市 415 ２ 21 75 ４ 231

三浦市 438 ３ 15 44 ５ 268

　自治体によって交通網の発展度や行政区域の広さなど
多少、差はありますが、この統計を見ると一

いち

目
もく

瞭
りょう

然
ぜん

で、
寒川町は「犯罪や事故が多いなぁ」と思うはずです。町
民の皆さん一人一人が「自分の身は自分で守る」という
強い意識を持ち、自衛的手段を講じていただき、事件事
故ゼロを目指し、犯罪者を寄せ付けない、交通事故のな
い、明るい町にしましょう。
防災安全課 内線２５１FAX（７４）９１４１

目
の
症
状
、ド
ラ
イ
ア
イ
の
対
処
法

譲ります
▶スタッドレスタイヤ（195-65R14、８分山）▶エ
レクトーン（ヤマハEL57）▶三輪車▶歩行器（乳児
用）▶室内用ジャングルジムとすべり台▶学習机
▶ひな人形▶五月人形▶ぬいぐるみ▶入学式用
スーツ（120㎝）▶カシオ・エレクトロニック・キー
ボード▶オイルヒーター

求めます
▶ふじ幼児園男児制服（110～120㎝）▶ふじ幼児
園女児制服（120～130㎝）

【平成20年2月19日現在】
　不用品の登録や斡

あっせん

旋は窓口、電話でお受けします。
町のホームページにも掲載しています。不用品の取
引は当事者同士の直接交渉となります。登録期間は
３カ月です。
町民課 内線172住民協働担当 FAX（74）5613

⑰
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寒
川
総
合
図
書
館
は
、
公
共
図
書
館

と
し
て
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
す
べ
て

の
町
民
の
皆
さ
ん
に
必
要
な
情
報
・
資

料
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
に
次
の
方

針
で
図
書
館
資
料
を
収
集
し
て
い
ま
す
。

●
町
民
か
ら
の
要
望
の
多
い
資
料
を
優

先
的
に
収
集
す
る
。
ま
た
将
来
に
わ

た
っ
て
利
用
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
も

の
に
つ
い
て
も
収
集
す
る
。

●
国
内
出
版
物
を
中
心
に
全
分
野
に
わ

た
り
基
本
的
な
資
料
を
収
集
す
る
。た

だ
し
、高
度
な
学
術
書・研
究
書
を
除
く
。

●
専
門
性
の
高
い
資
料
は
、
県
立
図
書

館
や
近
隣
図
書
館
の
所
蔵
状
況
を
考
慮

し
て
、
収
集
判
断
を
す
る
。

●
各
種
・
各
方
面
の
出
版
情
報
を
活
用

し
、
必
要
に
応
じ
て
古
書
購
入
、
寄
贈

な
ど
の
手
段
も
活
用
す
る
。

　

収
集
に
あ
た
っ
て
の
基
本
姿
勢
は
次

の
と
お
り
で
す
。

●
町
民
の
要
望
を
反
映
で
き
る
よ
う
に

努
め
る
。

●
す
べ
て
の
分
野
で
時
代
に
即
し
た
最

新
情
報
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

●
著
者
、
出
版
社
（
者
）
、
内
容
、
形

態
に
偏
り
の
な
い
よ
う
に
す
る
。

●
寄
贈
資
料
の
受
け
入
れ
は
、
購
入
資

料
と
同
じ
基
準
で
選
択
す
る
。

●
思
想
、
信
条
、
学
説
に
と
ら
わ
れ
ず
、

公
平
に
扱
う
。

選
書
か
ら
一
か
月
が
目
安

　

資
料
は
、
週
に
一
度
の
選
書
会
議
で

年
間
の
購
入
費
を
考
慮
し
て
図
書
目
録

や
利
用
者
リ
ク
エ
ス
ト
な
ど
か
ら
選
び

ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
ほ
か
の
図
書

館
か
ら
借
用
す
る
か
を
決
め
ま
す
。

　

そ
し
て
発
注
、装
備
、受
け
入
れ
の
各

作
業
を
経
て
、本
棚
に
並
び
ま
す
。こ
こ

ま
で
、選
書
か
ら
約
一カ
月
が
目
安
で
す
。

　

図
書
館
の
資
料
は
、
書
店
の
も
の
と

は
違
い
ま
す
。
不
特
定
多
数
の
人
の
利

用
に
耐
え
ら
れ
る
よ
う
に
カ
バ
ー
を
か

け
た
り
、
装
丁
を
改
造
し
た
り
、
管
理

用
の
タ
グ
を
付
け
た
り
し
ま
す
（
装

備
）
。
そ
の
た
め
、
こ
の
手
間
と
費
用

と
が
余
計
に
か
か
り
ま
す
（
Ｃ
Ｄ
の
場

合
、
約
八
百
円
加
算
）
。

　

資
料
を
汚
し
た
り
、
無
く
し
た
り
し

て
新
た
に
す
る
場
合
、
書
店
で
単
に
購

入
す
る
だ
け
で
済
ま
な
い
の
は
、
こ
う

し
た
理
由
が
あ
る
か
ら
で
す
。
資
料
は

大
切
に
扱
い
ま
し
ょ
う
。

寒
川
総
合
図
書
館

（
７
５
）
３
６

１
５
FAX
（
７
５
）
３
６
６
９

http://w
w
w
.lib-arc.

sam
ukaw

a.kanagaw
a.jp

著者　芥川龍之介
出版社　日本図書センター

「芥川龍之介」
　作家の自伝　第31巻

注目の一冊

図書館　文書館

2,606人 93.1人/日
（前月比 15.4 人 / 日減）

2,815人 100.5人/日
（前月比 20.1 人 / 日減）

１月の

コミュニティバス

利用状況

テレホンサービス
　行政ミニ情報　 （７４）１０１０
　テレホン童話　 （７４）１０１４
　今月の童話は「空を飛んだカメ」です。

きらめきさむかわ　（ラジオ）
　レディオ湘南（83.1メガヘルツ）で町の情報を放送して
います。

放送日 毎週月曜日　９：00～９：30

再放送 毎週水曜日　20：30～ 21：00

輝け　さむかわ　（ケーブルテレビ）
　ジェイコム湘南のJ:COMチャンネル（デジタル
112ch、アナログ2ch）で、町の紹介をしています。
　今月は「相模川の風景」です。

放送日 ３月10日（月）～22日（土）

８：30～８：45　　12：00～12：15

17：00～17：15　　23：00～23：15

　今年度消防車両を更新し配備された
分団はどこでしょう。

① 一之宮分団と中瀬分団
② 一之宮分団と小谷分団
③ 宮山分団と小谷分団

　健康体操の名称はさむかわwaku waku　体操です。
　正解は③でした。
　正解者の中から抽選で次の人に記念品をお送りします。
森芳子さん（倉見）／本間早苗さん（一之宮）／宮崎紀代
子さん（宮山）
　ご応募ありがとうございました。

　　　　　　　はがきに３月号の答えを書いて３月14日
（金）までに〒253－0196寒川町役場広報情報課クイズさ
むかわ係へお送りください。

図
書
館
の
本
は
こ
う
し
て
本
棚
に
並
び
ま
す

〜
「
き
れ
い
な
本
が
魅
力
」
を
い
つ
ま
で
も
〜

町 の 情 報 ・ 紹 介

　「少年」「或
ある

阿
あ

呆
ほう

の一生」など、著者の自伝的な13小作品を収
録。作品を通じて作家の生涯を展望するシリーズ「作家の自伝」
は、全110冊を２階「河西文庫」コーナーにて所蔵。あなたがい
つか読もうと思っていた作家もきっと入っています。
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子
ど
も
染
め
物
教
室

　

Ｔ
シ
ャ
ツ
、
ハ
ン
カ
チ
を
使
っ

て
染
め
物
づ
く
り
を
体
験
し
よ
う
。

と
き　

３
月
27
日
（
木
）
午
前
９

時
30
分
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ　

北
部
文
化
福
祉
会
館

対
象　

小
学
生　

20
人
／
先
着
順

講
師　

大
久
保
利
江
さ
ん　

染
め

物
愛
好
家

持
ち
物　

半
袖
の
白
い
Ｔ
シ
ャ
ツ

１
枚
、
白
い
ハ
ン
カ
チ
１
枚

※
半
袖
の
白
い
Ｔ
シ
ャ
ツ
が
無
い

場
合
は
白
い
ハ
ン
カ
チ
を
２
枚
で

も
可
。

申
し
込
み　

３
月
13
日
（
木
）
午

前
９
時
か
ら
同
館
へ
電
話
か
直
接

北
部
文
化
福
祉
会
館
（
７
４
）

１
５
１
５
FAX
（
７
４
）
７
４
０
５

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ベ
ル
講
座

　

ハ
ン
ド
ベ
ル
に
も
引
け
を
と
ら

な
い
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ベ
ル
を
体
験

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
き　

３
月
15
日
（
土
）
①
午
前

10
時
〜
11
時
②
午
前
11
時
〜
正
午

と
こ
ろ　

寒
川
町
公
民
館

対
象　

①
中
学
生
ま
で
②
高
校
生

以
上　

各
10
人
／
先
着
順

講
師　

岡
村
悦
子
さ
ん　

ス
テ
ッ

プ
・
ア
ッ
プ
登
録
講
師

申
し
込
み　

３
月
８
日
（
土
）
午

前
９
時
か
ら
同
館
へ
電
話
か
直
接

寒
川
町
公
民
館

（
７
５
）

０
０
２
１
FAX
（
７
５
）
２
５
８
５

ち
び
っ
こ
絵
画
教
室

　

ク
レ
ヨ
ン
と
パ
ス
テ
ル
を
重
ね

る
技
法
で
絵
を
描
い
て
み
よ
う
。

と
き　

３
月
22
日
（
土
）
午
後
２

時
か
ら

と
こ
ろ　

南
部
文
化
福
祉
会
館

対
象　

小
学
生　

20
人
／
先
着
順

申
し
込
み　

３
月
15
日
（
土
）
午

前
９
時
か
ら
同
館
へ
電
話
か
直
接

南
部
文
化
福
祉
会
館
（
７
５
）

０
２
８
１
FAX
（
７
５
）
１
７
７
７

春
休
み
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

　

「
食
べ
る
牛
乳
」
を
コ
ン
セ
プ

ト
に
野
菜
を
た
っ
ぷ
り
使
っ
た
ヘ

ル
シ
ー
で
お
し
ゃ
れ
な
オ
リ
ジ
ナ

ル
料
理
を
作
り
ま
す
。

と
き　

３
月
29
日
（
土
）
午
前
10

時
〜
午
後
１
時
30
分

と
こ
ろ　

南
部
文
化
福
祉
会
館

対
象　

町
内
在
住
の
小
学
１
〜
４

●お問い合わせ先が役場の場合、役場の電話番号は省略してあ
ります。

●申し込みの時間は、特に記載のない場合午前８時30分から午
後５時までです。

●申し込み方法の記載がない場合は原則当日受け付けです。

●役場あて郵便物に個別郵便番号を記載すれば役場の住所はい
りません。

年
生
と
そ
の
親　

15
組
30
人
／
先

着
順

内
容　

自
家
製
ソ
ー
セ
ー
ジ
と
野

菜
の
ト
マ
ト
煮
込
み
、
デ
リ
風
ダ

ブ
ル
ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ
、
ラ
ム
酒
風

味
の
ク
リ
ー
ム
パ
ン
ナ
コ
ッ
タ

講
師　

森
永
乳
業
（株）
エ
ム
ズ
キ
ッ

チ
ン
担
当
者

費
用　

１
組
１
０
０
０
円（
材
料
費
）

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん

申
し
込
み　

３
月
８
日
（
土
）
午

前
９
時
か
ら
同
館
へ
費
用
を
持
っ

て
直
接
（
代
理
で
の
申
し
込
み
不

可
）

※
保
育
希
望
の
場
合
は
３
月
15
日

（
土
）
ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

南
部
文
化
福
祉
会
館
（
７
５
）

０
２
８
１
FAX
（
７
５
）
１
７
７
７

ス
テ
ッ
プ
・
ア
ッ
プ
研
修
会

　

町
生
涯
学
習
人
材
登
録
制
度
の

研
修
会
で
す
。

と
き　

３
月
19
日
（
水
）
午
後
２

時
〜
４
時

と
こ
ろ　

町
民
セ
ン
タ
ー

対
象　

ス
テ
ッ
プ
・
ア
ッ
プ
に
登

録
し
て
い
る
人
ま
た
は
興
味
が
あ

る
人

内
容　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

深
め
る
コ
ツ

講
師　

原
田
陽
介
さ
ん　

（財）
生
涯

学
習
開
発
財
団
認
定
コ
ー
チ

生
涯
学
習
課

内
線
５
３
４
生

涯
学
習
担
当
FAX（
７
５
）９
９
０
７

母親教室　～春コース～
　初めて出産、子育てをする人のための教室です。
　妊娠安定期（６～８カ月ごろ）の参加をおすす
めします。

と　き 内　容

４月４日（金） オリエンテーション
フリートークタイム

４月11日（金） 町の中の子育てサービス情報案内
出産について助産師さんのはなし

４月18日（金） 妊娠中からの赤ちゃんをむか
える準備

 ４月24日（木） 赤ちゃんのお世話

時間　午前９時30分～正午
ところ　健康管理センター
持ち物　母子手帳、飲み物、２日目は体操のでき
る服装で
申し込み　３月10日（月）から健康課へ電話か直接
健康課 内線１６４健康づくり担当 FAX（７４）

５６１３
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親
子
映
画
会

と
き　

３
月
22
日
（
土
）
午
後
２

時
か
ら

と
こ
ろ　

北
部
文
化
福
祉
会
館

上
映
（
時
間
）　

ゲ
ゲ
ゲ
の
鬼
太

郎　

激
突
！
異
次
元
妖
怪
の
大
反

乱
（
48
分
）

北
部
文
化
福
祉
会
館
（
７
４
）

１
５
１
５
FAX
（
７
４
）
７
４
０
５

お
は
な
し
広
場

と
き　

３
月
14
日
（
金
）
●
午
前

10
時
30
分
〜
11
時
15
分
（
幼
児
向

け
）
●
22
日
（
土
）
午
後
１
時
30

分
〜
２
時
（
小
学
生
向
け
）

と
こ
ろ　

南
部
文
化
福
祉
会
館

南
部
文
化
福
祉
会
館
（
７
５
）

０
２
８
１
FAX
（
７
５
）
１
７
７
７

春
う
ら
ら
寒
川
ウ
オ
ー
ク

と
き　

３
月
23
日
（
日
）

集
合
時
間
・
場
所　

午
前
８
時
50

分　

役
場
正
面
玄
関
前

コ
ー
ス　

役
場
〜
県
立
茅
ヶ
崎
里

山
公
園（
往
復
約
９
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

対
象　

小
学
生
以
上
（
４
年
生
以

下
は
保
護
者
同
伴
）

持
ち
物　

タ
オ
ル
、
軽
食
、
飲
み

物
、
歩
き
や
す
い
服
装
で

申
し
込
み　

３
月
19
日
（
水
）
ま

で
に
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ
電
話
か

直
接
ま
た
は
参
加
人
数
、
代
表
者

の
氏
名
、
住
所
、
連
絡
先
を
記
入

し
て
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

内
線
５
４

２
FAX
（
７
５
）
９
９
０
７

sp
o
rts@

to
w
n
.sa
m
u
ka
w
a
.

ka
n
a
g
a
w
a
.jp

盆
栽
講
習
会

　

松
柏
類
の
整
枝
剪せ

ん

定て
い

を
行
い
ま

す
。
育
て
て
い
る
盆
栽
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

と
き　

３
月
30
日
（
日
）
午
前
９

時
〜
正
午

と
こ
ろ　

町
民
セ
ン
タ
ー

町
盆
栽
会　

三
澤

（
７
５
）

３
７
０
４

さ
む
か
わ
史
跡
ウ
オ
ー
ク

　

岡
田
地
区
の
史
跡
を
巡
り
な
が

ら
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
し
よ
う
。

と
き　

３
月
15
日
（
土
）
午
前
10

時
〜
正
午
（
雨
天
中
止
）

集
合
場
所　

役
場
正
面
玄
関
前

定
員　

20
人
／
先
着
順

申
し
込
み　

３
月
13
日
（
木
）
ま

で
に
生
涯
学
習
課
へ
電
話
か
直
接

生
涯
学
習
課

内
線
５
３
３
生

涯
学
習
担
当
FAX（
７
５
）９
９
０
７

介
護
者
交
流
会

と
き　

３
月
26
日
（
水
）
午
前
11

時
〜
午
後
２
時

と
こ
ろ　

和
食
・
会
席
料
理　

一

の
瀬

対
象　

寝
た
き
り
ま
た
は
認
知
症

の
高
齢
者
の
介
護
を
し
て
い
る
人

20
人
／
先
着
順

申
し
込
み　

３
月
19
日
（
水
）
午

後
５
時
ま
で
に
社
会
福
祉
協
議
会

へ
電
話
か
直
接

※
当
日
は
昼
食
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

（福）
町
社
会
福
祉
協
議
会

（
７

４
）７
６
２
１
FAX（
７
４
）５
７
１
６

親
子
ふ
れ
あ
い
の
会

　

手
作
り
布
お
も
ち
ゃ
で
遊
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。

と
き　

３
月
26
日
（
水
）
午
前
10

時
30
分
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ　

サ
ン
建
設
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
ル
ー
ム

対
象　

乳
幼
児
の
親
子
と
そ
の
家
族

ピ
ー
タ
ー
パ
ン
・
ク
ラ
ブ　

江

藤

（
７
５
）
０
２
０
２

　毎年３月下旬と４月上旬は、引っ越しなど異動が多くなる時期です。そのため、上記の日程で次の業務
窓口を開きます。
と　き　午前８時３０分～午後零時１５分、午後１時～５時

業　務　内　容 窓　　　口
住民異動届、住民票の写し・戸籍関係証明・印鑑登録証明書などの交付、
戸籍届出、印鑑登録、外国人登録 町　民　課　　内線１７４

国民健康保険異動届、国民年金異動届 保険年金課　　内線１２４
障害福祉に関する各種届出 福　祉　課　　内線１３４
児童手当などに関する各種届出 子育て支援課　内線１４３
老人保健、後期高齢者医療保険、介護保険などの手続き 高齢介護課　　内線１５４
軽自動車の申告書受付、町県民税・固定資産税に関する各種証明の交付など 税　務　課　　内線４１３
転入学の手続き、新入学児童・生徒への就学通知書の発行 学校教育課　　内線５２４

●ほかの市町村や関係機関に確認が必要となるなど、内容により取り扱いができない場合があります。
●手続きに必要な書類など、詳しくは各担当にお問い合わせください。

３月29日、30日、４月５日、６日の
土・日曜日に転出・転入などの届け出ができます
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町
勤
労
者
住
宅
資
金
利
子
補
助
制
度

　

町
で
は
、
勤
労
者
の
住
宅
取
得

費
用
の
負
担
軽
減
と
、
住
宅
取
得

を
促
進
す
る
た
め
に
住
宅
資
金
の

利
子
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象　

次
の
す
べ
て
の
要
件
を
満

た
す
人

●
中
央
労
働
金
庫
か
ら
住
宅
資
金

の
融
資
を
受
け
た
人
●
町
に
住
民

登
録
を
し
て
い
る
人
●
事
業
所
に

勤
務
し
て
い
る
人
●
町
内
に
自
己

が
所
有
し
、
か
つ
自
ら
が
居
住
す

る
住
宅
を
新
築
、
購
入
ま
た
は
増

改
築
す
る
人

補
助
対
象
額　

50
万
円
以
上
６
０

０
万
円
以
下

補
助
上
限
額　

年
間
16
万
５
６
０

０
円

補
助
期
間　

４
年
以
内

※
補
助
の
対
象
と
な
ら
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

中
央
労
働
金
庫
茅
ヶ
崎
支
店

（
８
７
）
８
８
２
２

産
業
振
興
課

内
線
２
８
５

労
政
担
当
FAX
（
７
４
）
２
８
３
３

国
民
健
康
保
険

夜
間
・
休
日
納
付
相
談

　

通
常
の
業
務
時
間
に
相
談
で
き

な
い
人
は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

納
め
忘
れ
た
保
険
料
の
納
付
も

で
き
ま
す
。

〈
夜
間
納
付
相
談
〉

と
き　

３
月
17
日
（
月
）
〜
19
日

（
水
）、
21
日
（
金
）
午
後
７
時
ま
で

〈
休
日
納
付
相
談
〉

と
き　

３
月
23
日
（
日
）
午
前
９

時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ　

い
ず
れ
も
保
険
年
金
課

保
険
年
金
課

内
線
１
２
１

国
保
担
当
FAX
（
７
４
）
５
６
１
３

就
学
援
助
制
度

　

町
で
は
、
お
子
さ
ん
が
学
校
生

活
で
楽
し
く
勉
強
で
き
る
よ
う
に
、

経
済
的
な
事
情
で
就
学
が
困
難
な

家
庭
に
対
し
、
学
用
品
費
や
給
食

費
な
ど
、
学
校
で
か
か
る
費
用
の

一
部
を
援
助
し
て
い
ま
す
。

対
象
世
帯　

●
生
活
保
護
を
受
け

る
世
帯
に
準
ず
る
●
町
の
税
金
な

ど
が
非
課
税
ま
た
は
減
免
さ
れ
て

い
る
●
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を

受
け
て
い
る
●
経
済
的
な
理
由
で

就
学
が
困
難
な
ど

※
援
助
内
容
・
手
続
き
方
法
に
つ

い
て
は
通
学
し
て
い
る
学
校
ま
た

は
学
校
教
育
課
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

学
校
教
育
課

内
線
５
２
４

学
事
担
当
FAX
（
７
５
）
９
９
０
７

会
議
の
傍
聴
に
つ
い
て

　

傍
聴
を
希
望
す
る
人
は
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

〈
ま
ち
づ
く
り
推
進
会
議
〉

　

寒
川
町
自
治
基
本
条
例
の
推
進

に
つ
い
て
審
議
し
ま
す
。

と
き　

３
月
26
日
（
水
）
午
後
１

時
30
分
か
ら

と
こ
ろ　

町
民
セ
ン
タ
ー
３
階
講

義
室

対
象　

町
内
在
住
か
在
勤
ま
た
は

在
学
の
人　

10
人
／
抽
選

申
し
込
み　

３
月
19
日（
水
）ま
で

に
町
民
課
へ
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で

町
民
課

内
線
１
７
１
住
民

協
働
担
当
FAX
（
７
４
）
５
６
１
３

臨
時
給
食
調
理
員

勤
務
時
間　

月
〜
金
曜
日
（
祝
日

を
除
く
）
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
15
分

勤
務
場
所　

町
立
小
学
校

勤
務
内
容　

各
学
校
の
給
食
調
理

場
で
児
童
に
給
食
を
作
る

対
象　

週
３
日
程
度
勤
務
可
能
な

50
歳
以
下
の
人　

３
人
程
度

賃
金　

日
額
６
９
０
０
円
（
平
成

19
年
度
実
績
）

雇
用
方
法　

面
接
の
後
決
定　

※
勤
務
は
４
月
か
ら
。

申
し
込
み　

教
育
総
務
課
か
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
所
定
の
用

紙
に
写
真
を
張
り
、
必
要
事
項
を

記
入
し
て
、
３
月
14
日
（
金
）
ま

で
に
同
課
へ
郵
送
か
直
接
（
締
め

切
り
日
必
着
）

教
育
総
務
課

内
線
５
１
３

FAX
（
７
５
）
９
９
０
７

エ
ン
ジ
ョ
イ
・
ジ
ュ
ニ
ア
ス

ポ
ー
ツ
教
室　

指
導
員
募
集

　

５
月
か
ら
始
ま
る
小
学
生
を
対

象
に
行
う
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
指
導

者
を
募
集
し
ま
す
。
詳
し
く
は
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

活
動
日　

毎
週
土
曜
日
の
午
前
中

活
動
場
所　

町
立
小
学
校
体
育
館
、

グ
ラ
ウ
ン
ド

〈
説
明
会
〉

と
き　

３
月
15
日
（
土
）
午
後
３

時
30
分
か
ら

と
こ
ろ　

寒
川
総
合
体
育
館

寒
川
総
合
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事

務
局　

青
田
（
７
４
）２
０
０
４

そ
の
他

そ
の
他

寒
川
総
合
図
書
館
の

利
用
券
を
お
持
ち
の
人
へ

　

引
っ
越
し
や
転
職
、
卒
業
な
ど

で
住
所
や
電
話
番
号
、
勤
め
先
、

学
校
な
ど
登
録
内
容
が
変
わ
っ
た

と
き
は
変
更
内
容
が
分
か
る
も
の

を
持
参
の
う
え
、
寒
川
総
合
図
書

館
で
登
録
内
容
の
変
更
の
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
登
録
要
件
を
満
た
さ
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
は
速
や
か

に
利
用
券
を
お
返
し
く
だ
さ
い
。

登
録
要
件　

●
町
内
在
住
か
在
勤

ま
た
は
在
学
の
人
●
茅
ヶ
崎
市
、

藤
沢
市
在
住
の
人

※
登
録
内
容
と
事
実
が
異
な
る
場

合
、
貸
出
サ
ー
ビ
ス
を
停
止
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
パ
ス

ワ
ー
ド
の
変
更
は
、
同
館
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
行
え
ま
す
。

寒
川
総
合
図
書
館

（
７
５
）

３
６
１
５
FAX
（
７
５
）
３
６
６
９

h
ttp
://w

w
w
.lib
-a
rc
.

sa
m
u
ka
w
a
.ka
n
a
g
a
w
a
.J
p
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計
量
器
の
定
期
検
査

　

今
年
は
２
年
に
１
度
の
「
は
か

り
の
検
査
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

〈
変
更
の
届
け
出
〉

　

事
業
所
名
（
個
人
の
場
合
は
代

表
者
名
）、
所
在
地
（
住
所
）、
電
話

番
号
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
や
、

は
か
り
を
使
用
し
な
く
な
っ
た
場

合
は
３
月
７
日（
金
）ま
で
に
町
産

業
振
興
課
へ
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

産
業
振
興
課

内
線
２
８
４
商

工
観
光
担
当
FAX（
７
４
）２
８
３
３

〈
は
か
り
の
検
査
〉

　

取
引
や
証
明
の
た
め
に
使
用
し

て
い
る
は
か
り
は
、
県
知
事
が
行

う
定
期
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

と
き　

４
月
下
旬
〜
５
月
末（
予
定
）

※
検
査
は
（社）
県
計
量
協
会
が
伺
い

ま
す
。
検
査
日
に
つ
い
て
は
事
前

に
通
知
し
ま
す
。

県
商
工
労
働
部
商
工
労
働
総
務

課
計
量
検
定
セ
ン
タ
ー

０
４
５

（
４
２
１
）
３
４
８
４

町
民
ゴ
ル
フ
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
大
会

と
き　

４
月
２
日
（
水
）
午
前
８

時
ス
タ
ー
ト

と
こ
ろ　

伊
勢
原
カ
ン
ト
リ
ー
ク

３月　
１日㈯ 税休日納税窓口／おはなし会(総合図書館)／こども囲碁・

将棋教室／おはなし図書館／文教大学出張講座③

２日㈰ 税休日納税窓口／企画展　100年前の発掘調査[～８/31]

３日㈪ 税夜間納税窓口[～７日]／子育て広場

４日㈫ １歳６か月児健診／絵本の読み聞かせ講習会

５日㈬ 機能訓練からだ

６日㈭ 人権教育連続講座③／７か月児相談

７日㈮ 献血

８日㈯
おはなし会(総合図書館)／百人一首かるた教室／文教大
学出張講座④／ちびっこクッキング教室／やさしく解説食
品表示講習会／資料保存活用講演会

９日㈰ よく飛ぶ竹とんぼの先生になろう講座

10日㈪

11日㈫ 町立中学校卒業式

12日㈬ ２歳歯科相談／ボランティア体操／アートクレイシルバー
講座

13日㈭ あそびの広場

14日㈮ 機能訓練ことば／食の安全を考える講座／おはなし広場／
家庭教育講演会

15日㈯
おはなし会(総合図書館)／こども囲碁・将棋教室／おはな
し図書館／こども折り紙教室／史跡ウオーク／人権講演
会／ミュージックベル講座

16日㈰

17日㈪ 国保夜間納付相談[～19日・21日]

18日㈫ こどもの心の相談／３歳６か月児健診

19日㈬ 町立小学校卒業式／ステップ・アップ研修会

20日㈭  春分の日

21日㈮ 育児相談

22日㈯ おはなし会(総合図書館)／こども工作教室／親子映画会／
おはなし広場／ちびっこ絵画教室

23日㈰ 国保休日納付相談／春うらら寒川ウオーク

24日㈪

25日㈫ 町立小・中学校修了式

26日㈬ 骨密度測定

27日㈭ こども染め物教室／ゆうゆう学園修了式

28日㈮ デイキャンプ初級編(リーダー研修)／春のちびっこ手芸
教室

29日㈯ 町民課等役場窓口開設／おはなし会(総合図書館)／春休
み親子クッキング教室／春のちびっこ手芸教室

30日㈰ 町民課等役場窓口開設

31日㈪ 国民健康保険料、清掃手数料定額制第４期、保育料、介護保
険料納付期限

　１月19日に、町公民館で親子でも楽しめ
る折り紙教室が開催されました。この教
室は寒川町公民館生涯学習推進員会議が
日本の四季をテーマに今年度４回行ったも

ので、この日のテーマはひな祭り。おひな様は紙風船が
原型です。花びらをかたどった器に苦労する子ども、器用
に折っていく子ども、「楽しい」と折る大人など、それぞれ
が楽しんでいて、温かい雰囲気が教室に広がっていました。

　広報さむかわに携わるようになっては
や一年。最初は慣れなかった写真撮影や
記事作成もだいぶ慣れてきました。
　近ごろは日本語の難しさを以前より強
く感じるようになってきました。言葉の

一つ一つを慎重に選び、どのようにすればよりわかりや
すく、伝わりやすく書けるか、日々考えながら広報を作っ
ています。
　また地域の行事やイベントなど、ちょくちょく出没し
ています。もし、町内で「広報さむかわ」の腕章を見かけ
たらぜひ一声かけてください。（Ｋ）

ラ
ブ

競
技
方
法　

新
ペ
リ
ヤ
方
式

費
用　

１
万
９
０
０
０
円
（
参
加

費
等
）

申
し
込
み　

３
月
15
日
（
土
）
ま

で
に
寒
川
ゴ
ル
フ
協
会
へ
電
話
か

直
接寒

川
ゴ
ル
フ
協
会　

石
井

０
９
０
（
３
２
２
２
）
７
１
８
６

　藤沢土木事務所が
所管する寒川町での
建築・開発行為など
建築規制に関する事
務手続きが、平成20
年４月１日より平塚
土木事務所に移管さ
れます。
藤沢土木事務所 ０
４６６（２６）２１１１
まちづくり・建築指導課
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9
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／
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N
o
.５
７
８

こんな鳥もやってきます

　町にはさまざまな鳥が訪れており、以前、町が
実施した動植物調査では、66種類もの鳥が確認
されています。中には少し珍しい鳥もやってきま
す。右の写真はカンムリカイ
ツブリといいます。
　頭の上の冠羽が特徴の冬鳥
で、湖や川、海岸などで見ら
れます。えさは水中に潜り、
魚や貝、昆虫、甲殻類などを捕まえます。相模川
などで見られる事があります。

　左の写真はチュウシャクシ
ギといいます。
　この鳥は旅鳥で、町には渡
りの途中の休息場所として、
立ち寄っているようです。長

いくちばしを上手に使い、泥の中などのえさを捕
まえます。田んぼや、畑などで見られる事があり
ます。
　町の水辺や緑の多い場所では、注意して見ると
珍しい生き物が見つかるかもしれません。
（写真提供：宮山在住　山下一男さん）
環境課 内線４２１環境保全担当FAX（７４）１３８５

寒川町食生活改善推進団体　石井 （７５）６３６８

ご飯　600g（２合分）／卵　２個／サラダ油　大さ
じ0.5
（A）かつお節　10g／青のり　大さじ２／しょうゆ
大さじ１
（B）粉チーズ　大さじ２／コショウ　少々

①ご飯が熱いうちに（Ａ）を混ぜる。

②①を12等分し、おにぎりにする。

③卵を溶きほぐし（Ｂ）を混ぜる。

④フライパンを中火にかけ、サラダ油を

熱する。

　②に③をまんべんなくつけ、フライパ

ンに並べる。

⑤卵が固まったら、ほかの面にも卵液を

つけ包むように全体を焼く。

作り方

材料　４人分

◆
本
誌
は
資
源
保
護
の
た
め
、
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

おにぎりピカタ（子どもと一緒に作ろうⅠ）

人　口 4 7 , 5 5 0 人 （ 2 0人増）

世　帯 1 7 , 6 0 8 世帯 （ 1世帯増）
（　）内は前月との比較　

２月１日の人口と世帯

ご飯に混ぜる具をいろいろなものに変えてもいいかな。
出来上がりは和菓子の金つばのようでした。

●町公式ホームページ
http://www.town.samukawa.kanagawa.jp

●携帯電話用ホームページ
http://www.town.samukawa.kanagawa.jp/mobile/m/index.html

おいしく楽しく健康に

　おじいちゃんおばあちゃんと孫、一家の写真も募集しています。
　写っている人の名前、年齢、住所、応募者の連絡先とコメントを
記入して、広報情報課まで郵送か持参またはメールしてね。
photo@town.samukawa.kanagawa.jp

みんなの写真館

（左）中本智美さん・湧大ちゃん（１歳７カ月）（小動）
（中）森島美知子さん・梢絵ちゃん（１歳６カ月）（小谷）
（右）川上暁子さん・紗英ちゃん（１歳６カ月）（倉見）

１人分あたり338kcal・塩分0.9ｇ

みんなで
仲良くしよう


